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○ 行政分野におけるポジティブ・アクションの政策体系

○ 雇用分野におけるポジティブ・アクションの政策体系

○ 科学技術・学術分野におけるポジティブ・アクションの政策体系

○ 政治分野におけるポジティブ・アクションの政策体系



行政分野におけるポジティブ・アクションの政策体系

男女共同参画に関する基本方針

積極的改善措置（ポジティブ・アクション）

推進体制

「機会の平等」の実現のための取組（プロセス）

【段階①】

採用

【段階②】

配置・異動

【段階③】

評価・昇任

【基盤整備の目標と取組】

（例）超過勤務の縮減、男性職員の育児休業取得の促進 等

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

☆
国
の
本
省
課
室
長
相
当
職
以
上
に
占
め
る
女
性
の
割
合

（
平
成
27
年
度
末
ま
で
に
5
％
程
度
）

等

☆
都
道
府
県
の
本
庁
課
長
相
当
職
以
上
に
占
め
る
女
性
の

割
合
（
平
成
27
年
度
末
ま
で
に
10
％
程
度
）

「社会のあらゆる分野に
おいて、2020年までに、

指導的地位に女性が占め
る割合が、少なくとも
30％程度になるよう期待
する」という目標

効果

一般職の国家公務員及び地方公務員対
象 2

国
（
各
府
省
）
、
地
方
公
共
団
体
（
都
道
府
県
等
）
に

お
け
る
具
体
的
な
中
間
目
標
の
設
定

等

第3次男女共同参画基本計画

研 修

（例）
・行政施策に
おける多様
な意思の反
映

・バランスの
とれた質の
高い行政の
実現



雇用分野におけるポジティブ・アクションの政策体系

男女共同参画に関する基本方針

積極的改善措置（ポジティブ・アクション）

推進体制

「機会の平等」の実現のための取組（プロセス）

【段階①】

採用

【段階②】

配置・異動

【段階③】

育成

【段階④】

評価・昇進

【基盤整備の目標と取組】

（例）仕事と生活の調和の推進 等

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

☆
民
間
企
業
の
課
長
相
当
職
以
上
に
占
め
る
女
性
の
割
合

（
平
成
27
年
ま
で
に
10
％
程
度
）

「社会のあらゆる分野に
おいて、2020年までに、

指導的地位に女性が占め
る割合が、少なくとも
30％程度になるよう期待
する」という目標

効果

企業の従業員 等
対
象 3

第3次男女共同参画基本計画

（例）
・社員の働く
意識の向上

・採用力の向
上（「人気
企業ランキ
ング」によ
る好評価）

・社会的評価
で見る企業
イメージの
向上

民
間
企
業
に
お
け
る
具
体
的
な
中
間
目
標
の
設
定

等



科学技術・学術分野におけるポジティブ・アクションの政策体系

男女共同参画に関する基本方針

積極的改善措置（ポジティブ・アクション）

推進体制

「機会の平等」の実現のための取組（プロセス）

【予備段階】

応募・推薦

【段階①】

審査・選考

【段階②】

採用・昇任

【基盤整備の目標と取組】

（例）キャリア継続・キャリアアップ支援
学内保育所等の整備 等

☆
大
学
の
教
授
等
に
占
め
る
女
性
の
割
合
（
平
成
32
年
ま

で
に
30
％
）

☆
女
性
研
究
者
の
採
用
目
標
値
（
自
然
科
学
系
）
（
平
成

27
年
度
ま
で
に
30
％
等
）

☆
日
本
学
術
会
議
の
会
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
（
平
成

27
年
ま
で
に
22
％
）

等

大学の教員（教授、准教授、講師、助教）
研究機関の研究員 等

対
象 4

「社会のあらゆる分野において、
2020年までに、指導的地位に女

性が占める割合が、少なくとも
30％程度になるよう期待する」
という目標

大
学
、
研
究
機
関
に
お
け
る
女
性
研
究
者
の
採
用
に
関
す

る
数
値
目
標
の
設
定

等

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

効果
第3次男女共同参画基本計画

（例）
・多様な視点
や発想を取
り入れるこ
とによる研
究活動の活
性化

・多様で独創
的な最先端
の「知」の
資産の創出



政治分野におけるポジティブ・アクションの政策体系

男女共同参画に関する基本方針

積極的改善措置（ポジティブ・アクション）

推進体制

「機会の平等」の実現のための取組（プロセス）

【予備段階】

応募・推薦

【段階①】

審査・選考

【段階②】

公認・推薦・支持

【基盤整備の目標と取組】

（例）多様な民意を反映する選挙制度の改革
政党交付金の額の算定 等

☆
衆
議
院
議
員
の
候
補
者
に
占
め
る
女
性
の
割
合
（
平
成

32
年
ま
で
に
30
％
）

☆
参
議
院
議
員
の
候
補
者
に
占
め
る
女
性
の
割
合
（
平
成

32
年
ま
で
に
30
％
）

衆議院議員及び参議院議員の候補者
都道府県議会議員の候補者 等

対
象 5

効果

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

政
党
に
お
け
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
、
具
体
的
な
数

値
目
標
の
設
定
、
候
補
者
の
一
定
割
合
を
女
性
に
割
り
当

て
る
ク
オ
ー
タ
制
の
導
入

等

「社会のあらゆる分野において、
2020年までに、指導的地位に女

性が占める割合が、少なくとも
30％程度になるよう期待する」
という目標

第3次男女共同参画基本計画

（例）
・多様な民意
を反映した
政治の確立


